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凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください）

凍結から水道管を守りましょう!
 上下水道課　☎32-5077

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
甲州市ホームページをご覧ください）
熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

〒404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業98年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00
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　１月7日、甲州市民文化会館で、学年年齢20歳の方を対象に令和６年甲州市
「2

はたち

0歳の出
たびだち

発」が4年ぶりに制限をなくした中で開催されました。本年度は331
名の皆さんが20歳を迎え、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包み、感謝と
希望を胸に新たな門出となる式典に集いました。
　式典は、実行委員会により進められ、鈴木市長が「未来に向かって力強いエネ
ルギーで社会を牽引し、自分らしさを失うことなく成長していってください」と
エールを送りました。
　式典終了後は、恩師や友人らとの久しぶりの再会に喜び、会場は晴れやかな笑
顔が溢れるとともに、20歳の皆さんは新たな門出の第一歩を踏み出しました。

市民の歌斉唱

感謝と希望を胸に新たな門出

甲州市「2
はたち

0歳の出
たびだち

発」

3 広報こうしゅう 2令和 6 年 2 月



　本日は私たちの人生の門出となるこの佳き日に、この
ような素晴らしい式典を挙行していただきましたこと、
誠にありがとうございました。 
　私たち331名は本日、こうして「2

はたち

0歳の出
たびだち

発」の日を迎
えることが出来ました。鈴木幹夫甲州市長をはじめ多
数のご来賓の方々にご臨席いただき、お祝いの言葉や貴
重なお話を頂戴し、一同心より感謝申し上げます。 
　私たちがこの日を迎えることができたのは、20年間多
くの方々からの支えがあったからです。時にはぶつか
りながらも共に歩んできた仲間たち、我が子のようにご
指導くださった先生方、いつも近くで見守って下さった
地域の方々、たくさんの愛情をそそいでくれた家族など
に感謝の気持ちでいっぱいです。 
　私たちは、新型コロナウイルスが猛威を振るっている
中でマスク着用を義務付けられ、高校生活を卒業しまし
た。現在新型コロナウイルスが5類となりマスク着用は
個人の判断が基本となる中での式典は、とても気持ちの
良いものだと嬉しく思います。「2

はたち

0歳」という大きな節目
を迎えましたが、私たちはまだまだ未熟です。学生とし
て勉強と向き合っている人、すでに就職をして仕事に毎
日奮闘している人、まだ将来の夢を迷っている人などさ
まざまです。おかれている立場は違いますが、それぞれ
が自身の目標に向けて一歩一歩歩み続けながら身を引
き締め、感謝の気持ちを忘れず日々精進していきます。 
　結びになりますが、ご多忙中にも関わらずご出席賜り
ましたご来賓の皆さま、式典にあたりましてご尽力くだ
さいました皆さまに心より感謝申し上げ、皆さまのご健
康とご多幸をお祈りし、2

はたち

0歳を迎える代表としてのお礼
の言葉とさせていただきます。

お礼の言葉 
「甲州市2

はたち

0歳の出
たびだち

発」
実行委員長　望月 優

20歳の抱負 
「甲州市2

はたち

0歳の出
たびだち

発」
代表　森 さくら

　私たちは、今日「2
はたち

0歳の出
たびだち

発」という日を迎えました。この生まれ育っ
た甲州市で、たくさんの方々に見守られ、共に過ごした仲間とこの日を迎
えられたことを嬉しく思います。
　私たちは家族、先生方、地域の方々に支えられ、助けられ、ここまで生き
てきました。これからは自分自身で判断し、自分の力で生きていかなけ
ればなりません。そこには自由や権利が保障される反面、大きな責任や
義務も生じます。一つ一つの行動に自覚と責任を持ち、今までの自分に
も、そしてこれからの自分にも恥じない、常に胸を張れる自分であり続け
たいと思います。
　2

はたち

0歳を迎えたからといって、何かが大きく変化したり、見える景色が変
わったりするわけではありませんが、今日というこの日を無事に迎えら
れたことに幸せを感じています。
　今世界は目まぐるしい速さで変化しています。日々進化を遂げる反面、
同じ地球上で信じがたい出来事が起こっているのも事実です。これから
の未来がどうなっていくのか、私たちの未来が希望や夢が満ち溢れてい
るものなのか、辛く険しい道のりなのか誰にも想像することはできず、不
安も大きいですが、大人として広い視野を持ち、社会に貢献できる人材と
なれるように、そして明るい未来を切り拓く1人となれるように日々精進
していきたいと思います。
　私たちは今日、多くの思いを胸に抱き新たなスタートを切ります。目
指すところはそれぞれではありますが、仲間とともに多くの壁を乗り越
え、自分の信じる道をまっすぐに進んでいきたいと思います。
　最後に今日の日を迎えることができたのは、地域の方々、恩師の皆さ
ま、友人、そしていつも愛情を注ぎ、私たちの味方でいてくださった家族
の存在があったからです。その恩恵に深く感謝し、少しずつでも恩返し
していけるよう努めていきたいと思います。これから先、多くの困難に
ぶつかり、逃げだしたい瞬間もあると思いますが、仲間と培ったものを糧
に乗り越えていきたいと思います。そして常に感謝を忘れず、私たちの
一度きりの人生を精一杯、そしてまっすぐに生きていきたいと思います。
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山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

佐
藤
　
　
誠（
塩
山
分
団
）

北
井
　
公
史（
奥
野
田
分
団
）

手
塚
　
達
也（
松
里
分
団
）

三
枝
　
宗
徳（
東
雲
分
団
）

乙
種
功
労
章

新
藤
　
隼
人（
塩
山
分
団
）

武
井
　
一
人（
塩
山
分
団
）

安
原
　
健
博（
塩
山
分
団
）

山
本
　
誠
司（
塩
山
分
団
）

佐
藤
　
康
貴（
奥
野
田
分
団
）

山
本
　
和
宏（
奥
野
田
分
団
）

中
村
　
恵
輔（
松
里
分
団
）

古
屋
　
和
浩（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
　
翔（
松
里
分
団
）

樋
山
　
太
一（
松
里
分
団
）

町
田
　
真
一（
松
里
分
団
）

古
屋
　
　
将（
玉
宮
分
団
）

佐
藤
　
　
賢（
玉
宮
分
団
）

三
森
　
　
亮（
勝
沼
分
団
）

阪
本
　
辰
夫（
勝
沼
分
団
）

佐
藤
　
貴
仁（
勝
沼
分
団
）

雨
宮
　
　
翼（
祝
分
団
）

若
林
　
雄
太（
祝
分
団
）

辻
　
　
智
仁（
東
雲
分
団
）

坂
田
　
武
史（
東
雲
分
団
）

内
田
　
祐
樹（
菱
山
分
団
）

三
森
　
昭
栄（
菱
山
分
団
）

草
野
　
友
裕（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
潤
一（
大
和
分
団
）

野
澤
　
徹
也（
大
和
分
団
）

無
火
災
部

塩
山
分
団
　
第
３
部

東
山
梨
消
防
本
部 

消
防
長
表
彰

功
労
章

古
屋
　
　
将（
玉
宮
分
団
）

田
邉
　
功
一（
大
藤
分
団
）

小
野
　
一
仁（
神
金
分
団
）

久
保
田
雅
史（
勝
沼
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

功
労
章

渡
辺
　
哲
也（
塩
山
分
団
）

菱
山
分
団
　
　
第
１
部

大
和
分
団
　
　
第
２
部

優
良
団
員

駒
井
　
　
洸（
塩
山
分
団
）

広
瀬
　
翔
太（
塩
山
分
団
）

古
屋
　
　
卓（
塩
山
分
団
）

宮
原
　
正
太（
奥
野
田
分
団
）

保
坂
　
久
志（
奥
野
田
分
団
）

廣
瀬
　
昭
久（
松
里
分
団
）

手
塚
　
治
幸（
松
里
分
団
）

池
田
　
恭
平（
松
里
分
団
）

町
田
　
貴
洋（
松
里
分
団
）

藤
原
　
寿
政（
玉
宮
分
団
）

荻
原
　
和
也（
大
藤
分
団
）

金
子
弘
太
郎（
神
金
分
団
）

田
中
　
拓
也（
神
金
分
団
）

手
塚
　
久
忠（
神
金
分
団
）

田
邉
　
幸
介（
神
金
分
団
）

荏
原
真
之
介（
勝
沼
分
団
）

萩
原
　
大
地（
勝
沼
分
団
）

廣
川
　
翔
一（
勝
沼
分
団
）

奥
村
　
洋
平（
祝
分
団
）

金
井
　
友
裕（
祝
分
団
）

甘
利
　
大
樹（
東
雲
分
団
）

雨
宮
　
宏
和（
東
雲
分
団
）

大
村
　
太
一（
東
雲
分
団
）

石
原
　
一
聖（
東
雲
分
団
）

坂
本
　
隼
人（
東
雲
分
団
）

内
田
　
和
仁（
菱
山
分
団
）

雨
宮
　
　
真（
大
和
分
団
）

手
塚
　
共
也（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

正
会
員
感
謝
状

志
村
　
　
徹（
祝
分
団
）

佐
藤
　
慶
晴（
大
和
分
団
）

古
屋
　
　
卓（
大
和
分
団
）

東
山
梨
行
政
事
務
組
合

管
理
者
感
謝
状

廣
瀬
　
純
一（
前
塩
山
分
団
長
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

功
労
章

岡
　
　
成
禎（
塩
山
分
団
）

広
瀬
　
雄
司（
松
里
分
団
）

楠
　
　
　
理（
玉
宮
分
団
）

荻
原
　
大
輔（
塩
山
分
団
）

山
口
　
信
宏（
奥
野
田
分
団
）

上
野
　
稔
夫（
奥
野
田
分
団
）

前
島
　
響
平（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
雄
一（
松
里
分
団
）

牧
野
　
光
祐（
玉
宮
分
団
）

廣
瀬
　
勇
次（
玉
宮
分
団
）

丸
田
　
和
樹（
大
藤
分
団
）

廣
瀬
　
翔
太（
大
藤
分
団
）

青
柳
　
　
誠（
神
金
分
団
）

小
野
　
　
隼（
神
金
分
団
）

小
澤
　
　
誠（
勝
沼
分
団
）

大
原
　
浩
司（
勝
沼
分
団
）

山
田
　
裕
太（
祝
分
団
）

志
村
　
嘉
章（
祝
分
団
）

田
口
　
夏
紀（
東
雲
分
団
）

鮎
澤
　
佳
典（
東
雲
分
団
）

三
森
　
　
翼（
菱
山
分
団
）

三
森
　
勇
史（
菱
山
分
団
）

手
塚
　
翔
吾（
大
和
分
団
）

佐
藤
　
　
希（
大
和
分
団
）

上
野
　
理
恵（
女
性
消
防
隊
）

矢
野
み
ち
子（
女
性
消
防
隊
）

守
岡
　
美
惠（
女
性
消
防
隊
）

木
場
　
裕
樹（
大
藤
分
団
）

保
坂
　
真
也（
勝
沼
分
団
）

後
藤
　
一
隆（
祝
分
団
）

田
口
　
淳
一（
東
雲
分
団
）

鈴
木
　
光
将（
菱
山
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

功
労
章

廣
瀬
　
和
明（
塩
山
分
団
）

大
澤
　
光
平（
塩
山
分
団
）

荒
井
　
裕
介（
塩
山
分
団
）

渡
邉
慎
太
郎（
塩
山
分
団
）

中
川
　
真
臣（
奥
野
田
分
団
）

池
田
　
周
平（
松
里
分
団
）

古
屋
　
陽
祐（
松
里
分
団
）

谷
端
　
一
仁（
松
里
分
団
）

坂
本
　
周
謙（
松
里
分
団
）

橋
爪
　
祐
也（
松
里
分
団
）

丸
田
　
　
司（
大
藤
分
団
）

近
藤
　
行
生（
大
藤
分
団
）

安
藤
　
哲
也（
神
金
分
団
）

岩
田
　
直
人（
神
金
分
団
）

中
村
　
　
稔（
神
金
分
団
）

栗
原
　
洋
一（
勝
沼
分
団
）

佐
藤
　
憲
亮（
勝
沼
分
団
）

武
藤
　
立
雄（
祝
分
団
）

若
林
　
雄
太（
祝
分
団
）

原
　
　
卓
也（
東
雲
分
団
）

谷
内
　
邦
行（
東
雲
分
団
）

篠
田
　
和
貴（
東
雲
分
団
）

三
森
　
晴
仁（
菱
山
分
団
）

鈴
木
　
淳
二（
菱
山
分
団
）

有
賀
　
耕
二（
大
和
分
団
）

富
澤
　
　
昴（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

功
労
章

中
村
　
　
崚（
塩
山
分
団
）

鷹
埜
　
友
哉（
塩
山
分
団
）

矢
﨑
　
貴
政（
塩
山
分
団
）

北
井
　
靖
人（
塩
山
分
団
）

網
野
　
将
也（
塩
山
分
団
）

広
瀬
　
和
樹（
塩
山
分
団
）

石
原
　
星
来（
塩
山
分
団
）

広
瀬
　
克
弥（
塩
山
分
団
）

青
沼
　
李
軌（
塩
山
分
団
）

三
枝
　
柊
介（
塩
山
分
団
）

荒
井
　
一
丸（
奥
野
田
分
団
）

内
田
　
貴
大（
奥
野
田
分
団
）

村
田
　
裕
基（
奥
野
田
分
団
）

山
縣
　
　
翔（
奥
野
田
分
団
）

壁
谷
　
龍
児（
松
里
分
団
）

樋
口
　
陽
介（
松
里
分
団
）

三
科
　
元
紀（
松
里
分
団
）

広
瀬
　
達
也（
松
里
分
団
）

岡
部
　
貴
哉（
松
里
分
団
）

雨
宮
　
陽
一（
玉
宮
分
団
）

広
瀬
　
拓
也（
玉
宮
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

甲
種
功
労
表
彰

古
屋
　
　
将（
玉
宮
分
団
）

古
屋
　
勝
弘（
大
藤
分
団
）

乙
種
功
労
表
彰

高
畑
　
龍
樹（
塩
山
分
団
）

後
藤
裕
太
郎（
塩
山
分
団
）

佐
藤
　
康
貴（
奥
野
田
分
団
）

広
瀬
　
清
輝（
奥
野
田
分
団
）

酒
井
　
秀
樹（
松
里
分
団
）

有
川
　
　
淳（
松
里
分
団
）

田
村
　
　
潤（
玉
宮
分
団
）

有
川
　
　
昇（
大
藤
分
団
）

高
橋
　
浩
司（
大
藤
分
団
）

雨
宮
　
智
紀（
神
金
分
団
）

白
川
　
光
正（
神
金
分
団
）

土
屋
　
裕
輝（
勝
沼
分
団
）

奥
山
　
　
潤（
勝
沼
分
団
）

竹
内
　
武
男（
祝
分
団
）

辻
　
　
智
仁（
東
雲
分
団
）

坂
本
聡
一
郎（
東
雲
分
団
）

古
屋
　
賢
治（
菱
山
分
団
）

山
本
　
信
夫（
大
和
分
団
）

優
良
部

塩
山
分
団
　
　
第
４
部

奥
野
田
分
団
　
第
１
部

松
里
分
団
　
　
第
１
部

玉
宮
分
団
　
　
第
１
部

大
藤
分
団
　
　
第
１
部

神
金
分
団
　
　
第
１
部

勝
沼
分
団
　
　
第
３
部

祝
分
団
　
　
　
第
５
部

東
雲
分
団
　
　
第
２
部

和
田
　
友
樹（
大
藤
分
団
）

靏
田
　
健
太（
大
藤
分
団
）

依
田
　
　
稔（
神
金
分
団
）

梶
原
　
大
輔（
勝
沼
分
団
）

石
塚
　
貴
行（
祝
分
団
）

市
川
　
高
大（
祝
山
分
団
）

桐
原
　
文
昭（
東
雲
分
団
）

丹
澤
　
俊
介（
東
雲
分
団
）

山
中
　
翔
太（
東
雲
分
団
）

鈴
木
　
　
透（
菱
山
分
団
）

有
賀
　
利
充（
大
和
分
団
）

無
火
災
分
団
、部

奥
野
田
分
団
　

勝
沼
分
団
　
　

大
和
分
団
　
　

塩
山
分
団
　
第
１
部

塩
山
分
団
　
第
３
部

塩
山
分
団
　
第
４
部

塩
山
分
団
　
第
５
部

甲
州
市
消
防
団
長
感
謝
状

廣
瀬
　
純
一（
前
塩
山
分
団
長
）

甲
州
市
消
防
団

出
初
式

　
甲
州
市
消
防
団
は
１
月
７
日
、塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
出
初

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
地
域
の
消
防・防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団
員
の

方
々
に
、山
梨
県
消
防
協
会
長
等
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略・順
不
同
）

市
長
あ
い
さ
つ

団
旗
入
場

操
法
披
露

分
列
行
進

団
長
訓
示

　消
防
団
は
、地
域
に
お
け
る
消
防・防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、地

域
に
密
着
し
、住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　あ
な
た
の
チ
カ
ラ
が
消
防
団
に
は
必
要
で
す
。

●
応
募
資
格
　市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　（男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
待
遇
　年
報
酬・手
当
支
給
、公
務
災
害
補
償
、退
職
報
償
金

　
　
　
　（勤
続
５
年
以
上
）

 

総
務
課 

行
政・危
機
管
理
担
当
　☎

32
‐
5
0
4
1

自
分
た
ち
の
街
だ
か
ら
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
。

甲
州
市
消
防
団
員
募
集
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期間 　2月16日（金）〜3月15日（金） ※土日、祝日を除く。

会場 　夢わーく山梨 3階 大集会室（山梨市上神内川1348）
時間 　受付／午前8時30分〜午後4時　相談／午前9時〜

○確定申告書作成会場では、混雑回避のために「入場時間を区切った入場整理券」を配付します。
○入場整理券の配付状況に応じて、受付を早く締め切る場合があります。
○入場整理券は、当日、会場で配付するほか、LINEによる事前発行で入手することが可能です。ぜひ、

LINEによる事前発行をご利用ください。なお、電話での受付は行っておりませんので、ご注意くださ
い。

○3月中は、入場整理券の入手が困難となることが予想されますので、2月中の来場をお勧めします。
○原則、スマートフォンで申告書を作成していただきます。
○申告書等の提出のみの場合は、税務署に直接お持ちいただくか、東京国税局業務センター甲府分室へ

郵送してください。
　【書類の送付先】〒400-8541 甲府市丸の内1-1-18甲府合同庁舎
○税務署から「確定申告書用紙」または「確定申告のお知らせ（はがきまたは封書）」が届いた方は必ず持

参してください。
○確定申告関係の用紙については、「国税庁ホームページ」からダウンロードできます。
　税務署および市役所の用紙の数に限りがございますので、ぜひご利用ください。
○ふるさと納税ワンストップ特例を申請された方が、確定申告書を提出した場合は、ワン

ストップ特例の適用が無くなります。そのため、確定申告書を提出する場合は、ワンス
トップ特例を申請した寄附金も申告する必要がありますのでご注意ください。

来場者へのお願い

○ご自身のスマートフォン、マイナンバーカードをご持参ください。
○マイナンバーカード発行時に設定した次のパスワードも必要です。
　 • 利用者証明用電子証明書（数字4桁）　 • 署名用電子証明書（英数字6文字以上16文字以下）
○体調のすぐれない方は、無理をせずに来場を控えていただくようお願いします。

詳しくはこちら

申告書作成会場の開設について

 山梨税務署　☎22-1411（代表）※自動音声に従って用件の番号を選択すると担当者が用件にお答えします。

○「国税庁ホームページ」は確定申告書等の作成ができる確定申告書等作成コーナーがあ
りますのでぜひご利用ください。

詳しくはこちら

確定申告はスマホからがおすすめです。

納付期限 　【所得税および贈与税】3月15日（金）　【消費税】4月1日（月）
○申告書の提出後に税務署から納付書の送付や納税通知等のお知らせはありませんのでご注意くださ

い。

振替納税について

　金融機関や窓口に出向かなくても納付手続きができる「振替納税」が便利です。ぜひご利用ください。
なお、新たに振替納税をお申し込みの場合は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を納付期限
までに提出してください。
○振替納付日　【所得税】4月23日（火）　【消費税】4月30日（火）

　国税の納付は「キャッシュレス納付」が大変便利です。「振替納税」以外にも「キャッシュ
レス納付」の方法があります。

詳しくはこちら

納付期限と納付方法について

LINEア プ リ で 国 税 庁 の 公 式
LINEアカウントを友だち追加し
てください。

　2月16日(金)〜3月15日(金)の間、令和6
年度市・県民税の申告および令和5年分所得
税の確定申告相談を行います。
　日程の詳細は、広報こうしゅう1月号また
は市ホームページをご確認ください。

オンラインで
事前発行

申告はお早めに

友だち追加は
こちらから！市HPは

こちらから
 税務課 市民税担当

　 ☎32-5069

山梨税務署からのお知らせ
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いきいきライフ通信

第三者行為でケガや病気を
したときは届け出を！
第三者行為でケガや病気を
したときは届け出を！

マイナンバーカードに
関するお知らせ

The Social Security and Tax Number System

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

署名など最小限の記入
で手続きができるよう
になるよ！

2 夜間・休日にマイナンバーカード関係の手続きができます 予約制

毎週水曜日（午後７時まで）と毎月第２日曜日に、マイナンバーカードに関する手続き窓口を開設しています。
●日時　2月11日（日・祝）午後1時〜5時　　●場所　市役所本庁舎 1階 市民課
●手続きの内容　マイナンバーカードの申請、受け取り、更新、暗証番号変更・初期化
●予約方法　希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

申請時に本人確認等の必要な条件を満たせば、できあがったマイナンバーカードを本人限定受取郵便によりご自宅へお
送りします。希望日の１週間前までに電話で予約をお願いします。

3 『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

団体向け
市職員が企業・学校・サークル等のご希望の場所に出向き、マイナンバーカードの申請サポート（顔写真の撮影と申請
書の受付）を行います。出張申請サポートをご希望の際は、電話等でご相談ください。
個人向け

市役所へ来ることが難しい方を対象に、市職員がご自宅に訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。
●対象（甲州市民に限ります）

①75歳以上で外出が困難な方　②障害者手帳等をお持ちの方
③介護保険の要介護・要支援認定を受けている方　④乳幼児（0〜6歳までの未就学児）等
★申請に必要なもの

• 本人確認書類2点（運転免許証、健康保険証、年金手帳等）　 • マイナンバー通知カード
• マイナンバーカード交付申請書　 • 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

★訪問日時
①月曜〜金曜（休祭日および年末年始を除く平日）　午前9時30分〜午後4時30分
②休日開庁日　午後1時〜4時
★注意事項

• 申請日から約2か月以内に甲州市外に転出予定がない方が対象です。
• 申請者本人（15歳未満の方および成年被後見人の方は法定代理人とともに）が、当日訪問場所にいることが必要

です。
• 身体を動かすことが困難な方については、介助者等

の同席をお願いします。
• 申請サポートに必要な機器類の電源の貸し出しと、

公用車の駐車スペースの準備をお願いします。
※山梨県行政書士会による代理受領は、1月31日（水）までの申

請サポート実施分で終了しました。

1
マイナンバーカード等を利用した『書かない窓口』の仮運用がスタートします！

本庁舎市民課において、住民異動届や住民票・印鑑証明などの各種申請が、マイナンバーカード等の本人
確認証を利用して、職員が聞き取りを行いながら印字作成します。署名など最小限の記入で手続きがで
きるようになります。

NEW!

暮らしに便利な
マイナンバーカード！
甲州市のカード保有枚数率
は、75.1％です。（1月1日現在）

令和5年11月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	2億5,228万円（前年同月比	△3,371万円）
	 3万1,789円（前年同月比	△3,002円）

医療費全体
1人当たり医療費

 電話連絡･届出提出先 市民課 国保･年金担当　☎32-5173

　国民健康保険に加入している人が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、保険
証を使って医療機関にかかることができます。
　ただし、その際は国保の窓口への「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、一旦国保
が立て替えますが、あとで国保から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

第三者の行為によるケガ・病気とは？
交通事故にあった 他人の飼い犬に噛まれた

暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

こんなときは国保が使えません
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国保の給付が制限されます）

注意

　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って保険証を使って治療を受けたときは、国保が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替えて支払い、
あとから被害者に代わって加害者に請求することになります。

●警察や救急に連絡 事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
	 もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
	 安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国保の窓口へ連絡 まずは市役所の国保の窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
	 できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

交通事故にあったとき

届け出に必要なもの（交通事故の場合）

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・同意書　　・誓約書
・マイナンバーと本人確認書類
・保険証　　・印鑑

提出いただいた書類を基に、
市（国保連合会）が第三者側
（加害者や損害保険会社）と連
絡を取り、医療費の請求など
の交渉を行っていきます。
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 環境課 ごみ減量・リサイクル推進担当　☎33-4404

「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

今月のはてな？ どうして？シリーズ
〜資源物特集〜

• 汚れているものや中身が入っているもの、回収品目以外のものが入っていると異物としてごみと一
緒に焼却・埋め立てされ、再商品化できません。
• 異物が紛れ込んでいると
1リサイクルの質が下がります。
2リサイクルの質を下げないよう選別作業が必要になります。
3手間がかかることにより、リサイクルの効率が下がります。

汚れているものや中身が入っているもの、回収品目以外のものを入れないよう
にしてください。

資源物が正しく再商品化されるためにはどうしたらいいの？

Androidの方 iPhoneの方

甲州市ごみ分別アプリ

出す時のちょっとした手間で、リサイクルできるかどうかが変わります。
分別の徹底をお願いいたします。

3R

選別された後、品目ごとにリサイクルされ、新しく生まれ変わります。

リサイクルステーション等で回収された資源物はその後どうなるの？

紙類 再度、紙に
（トイレットペーパーなど）

布類 古着やウエス(工業用のぞうき
ん)等に

びん 再度、ガラスびんや、グラスウー
ル・アスファルト舗装などに

缶類 再度、缶や、自動車部品などの金
属製品に

ペットボトル 再度、ペットボトルに

その他プラ プラスチック製のパレット等に

白色トレイ 再度、白色トレイに

生
ま
れ
変
わ
る

  空家等対策特別措置法が改正され、令和5年12月13日に施行されました。近隣や地域に悪影響
を及ぼす特定空家等に加え、その前段階となる管理不全空家等も指導、勧告の対象となります。
勧告を受けると「住宅用地に対する課税標準の特例」の対象から除かれることとなります。
  年々増加する空家等の有効活用や適切な管理による住みよい地域づくりのため、空家対策を総
合的に強化していきます。

「特定」「管理不全」空家等の住宅特例を除外
～放置せず「除却」、「活用」で住みよい地域に～

空家等対策特別措置法が一部改正

 環境課 環境対策担当　☎33-4404

2. 課税標準の軽減から除かれる特定空家等と管理不全空家等とは
(1)特定空家等

①そのまま放置すれば、倒壊等著しく保安上危険となる恐れのある状態
②そのまま放置すれば、著しく衛生上有害となる恐れのある状態
③適切な管理が行われないことで、著しく景観を損なっている状態
④周辺の生活環境の保全を図るために、放置することが不適切である状態

(2)管理不全空家等　
　そのまま放置すれば「特定空家等」になる恐れがある状態

　　　　　　　　
(3)市からの勧告

　適切に管理されていない空家の所有者等に対し、市では指導、助言を行います。それでも
改善せずに勧告を受けてしまうと、固定資産税と都市計画税の軽減措置が受けられなくな
ります。

●空家等にしないために
　将来家を使う予定の家族がいるのか、いなければ誰が管理するのか等家族で話し合いま
しょう。また、登記をしておかないと売りたいときに売れなかったり、相続人が増えると登
記する際にたいへん苦労します。家の将来について、日頃から考えておきましょう。

　住宅やアパートなど居住のための住宅用地は、面積により
小規模住宅用地と一般住宅用地に区分され、次の表の特例率
の適用があり、固定資産税と都市計画税が軽減されています。

1. 「住宅用地に対する課税標準の特例」とは

住宅用地特例区分
住宅用地の特例率

固定資産税 都市計画税

小規模住宅用地 住宅用地のうち、住宅１戸
につき200㎡までの部分 1/6 1/3

一般住宅用地 住宅用地のうち、小規模住
宅用地以外の部分 1/3 2/3

住宅用地の特例率 ※家屋の床面積の10倍までの面積が上限

（例）
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高齢者の助っ人 峡東地域農福連携推進協議会会員施設を紹介します
本協議会は、高齢化が進む農業分野での新たな働き手として、障害者等のそれぞれの役割や能
力に応じた農作業の受委託をしています。農福連携を実施している会員施設を紹介します。

農福連携事業 ころ柿の袋詰め
　12月12日、峡東地域農福連携推進協議会は、農福連携事業として、ころ柿の袋詰め作業を行いました。市観
光協会から委託を受け、峡東地域7事業所の利用者から24名が作業を実施。利用者は、完成したころ柿を丁寧
に一つずつ袋に詰め、大きさごとに各コンテナへ仕分けしました。

「県央ネットやまなし」医療・介護情報検索システムが開設されました

　高齢化の進展に伴い、在宅療養の需要が高まっています。医療や介護を必要とする方が、住み慣れた地域で
安心して暮らすことができるよう、医療機関や介護事業所等の情報を検索できるシステムを開設しました。
　本市の情報のみならず県央ネットやまなしの9市1町の情報を検索できますので、ぜひご活用ください。

県央ネットやまなしとは？
　甲府市、韮崎市、南アルプス市、甲斐市、笛吹市、北杜市、山梨市、甲州市、中央市、昭和町の9市1町
で構成され、様々な分野で連携し、取り組みを行う「やまなし県央連携中枢都市圏」の愛称です。

 介護支援課 介護予防・高齢者支援担当　☎34-5434  福祉総合支援課 重層的支援担当　☎32-5027

検索機能

https://carepro-navi.jp/yamanashi

アクセス方法

【方法①】
甲州市ホームページからアクセス

ホーム くらしの早わかり検索 高齢・介護 「県央ネットやまな
し」医療・介護情報検索システム 在宅医療と介護に関する取り組
み 「県央ネットやまなし」一般向けサイト

【方法②】
二次元バーコードを読み取り

お住まいの近くの介護
事業所を検索すること
ができます。

地図・住所等検索

介護事業所の情報を、
ニーズに合わせて検索
することができます。

介護事業所検索

介護に関する相談窓口
を確認できます。

相談窓口

介護サービスを利用す
るためのケアプランを
作成する事業所を検索
できます。

ケアプランの作成

病院・診療所・薬局を検
索できます。

医療機関・薬局検索

介護施設・介護事業所
の空き情報を検索でき
ます。

空き情報

レイズ
山梨市下石森723 ☎34-8466

　レイズでは手芸や、工場からいただく内職、ぶどうの傘拭き
をメインに行っております。
　農福連携として、春から夏にかけては桃の摘花や袋かけ・ぶ
どうの傘かけ・出荷準備や箱折りなど、施設外就労をお受けし
ています。
　色々なお仕事を通し、利用者が地域の人と交流、地域貢献を
行う中で、1人1人が自分の「得意・好き」を発見できるよう支援
を行っております。
　農作業以外に軽作業などもお受けしておりますので、お気
軽にお問い合わせください。

ワークコート大和
甲州市大和町初鹿野1678-18（就労継続支援A型） ☎20-5555
甲州市勝沼町山1409-5（就労継続支援B型） ☎34-8319

　社会福祉法人山の都福祉会の法人理念“五感にしなやかに
対応し感性豊かな環境づくりを通し共に生きる力を育む”に
基づき、障害のある方が地域社会での自立した生活を目指し、
約14年に渡り、甲州市大和や勝沼にて事業運営をしてまいり
ました。
　作業内容は、A型がパン製造販売、こんにゃくうどん製造販
売、内職等、B型が封筒入れ、部品の組立、選別、また農作業（ぶ
どうやかき栽培販売）、清掃受託業務等を行っています。
　現在パンの移動販売先、内職、環境整備受託業務、絶賛大募
集中です。ご用命がございましたらお気軽にお問い合せくだ
さい。

［ワークコート大和］就労A製造 パン［ワークコート大和］就労B 内職

障害者サービス事業所 つくしの家
笛吹市石和町小石和1802-1 ☎055-261-7707

　つくしの家では、『笑顔と承認』をテーマに活動しています。
「とにかく元気になりたい、心からありがとう（感謝）を伝えた
い、モチベーションを上げたい、自分の夢をかなえたい、楽し
い毎日を過ごしたい」そんな希望や夢を叶え易い事業所を目
指しています。
　ぶどうの傘の洗浄では、おかげさまで、毎年60件以上の農家
さんから依頼をいただいております。新規事業の珈琲の焙煎
も、試行錯誤の上、味も決まり販売が開始できました。
　様々な作業の中から、やりたい作業を選ぶことのできる環
境を提供し、得意不得意関係なく挑戦できる場も用意してあ
ります。ふと立ち寄り、珈琲も飲んでみてください。
　お気軽にご連絡お待ちしています。

［スマイルいちのみや］桃の摘蕾・摘果 ［スマイルいちのみや］ぶどう傘の洗浄

［つくしの家］珈琲の焙煎 ［つくしの家］ぶどうの傘拭き

笛吹市社会福祉協議会スマイルいちのみや
（一宮障害福祉サービス事業所）

笛吹市一宮町竹原田40 ☎39-8503

　スマイルいちのみやは、令和2年5月に開所した障害者支援
事業所（就労B型・生活介護）と、高齢者のデイサービスが同じ
建物に同居する、山梨では数少ない【複合福祉施設】です。デ
イサービスの洗濯・食器洗い・行事のお手伝いや、地域の農家
さんのご協力の元、桃・ぶどう・すもも・キウイ・りんご等を事
業所で全て手作業で丁寧に加工し、ジャムとして販売してい
ます。開所当初より、農福連携に取り組み、桃の摘蕾・摘果・袋
かけ、ぶどうの傘拭きや、農園で送付するパンフレットの印
刷・折り込み作業等を行っています。ラベル貼りや計量等細
かい作業が得意です。

［レイズ］ぶどうの傘拭き ［レイズ］ぶどうの傘洗い

詳しくはこちら
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甲州市がん患者アピアランスケア助成金について
　市では、がん治療を受けた方の精神的・経済的負担や社会的生活上の不安を和らげるため、
ウィッグや乳房補正具の費用の一部を助成します。

助成金対象者（次のすべてに該当する方）
(1)申請日に、本市の住民基本台帳に記録されている方
(2)がんの治療を受けたまたは現に受けている方
(3)令和５年４月１日以降に、医療用補整具を購入した方
(4)助成金の交付を受けようとする医療用補整具について、他の制度による助成等を受けていない方
(5)市税等に滞納（分割納付誓約書を提出している場合を除く。）が無い方

助成対象経費
対象補整具 助成上限額 助成の回数
ウィッグ等 ２万円 １人あたり１回

補整下着および下着とともに使用するパッド １回につき２万円 １人あたり左右１回ずつ

人工乳房（乳房再建術等により体内に埋め込まれたものを除く。） １回につき10万円 １人あたり左右１回ずつ

提出書類
（1）甲州市がん患者アピアランスケア助成金交付申請書（様式第1号）
（2）がん治療を受けた、または現に受けていることおよびがん治療に伴う脱毛、または外科的治療等による乳

房の変形を証明することがわかる書類
（3）医療補整具を購入したことがわかる書類

申請期限 医療用補整具を購入した日の翌日から起算して１年以内

　今年度見直しを行っている「高齢者いきいきプラン」の策定に向け、令和4年11月に実施した「在宅介護実態調査」の結果
から、介護者に質問した「災害などの緊急事態の対応」について紹介します。

　近年、多くの自然災害が発生し、各地に甚大な被害をもたらしており、日常生活において不安に直面する機会が多くなっ
ています。高齢単身世帯や高齢夫婦のみの世帯が増加する中で、支援を必要とする方が地域の中で孤立することなく安心
して生活を送れるようにするためには、普段からの声掛けや見守り、支え合いなど地域の協力体制が必要になります。

 介護支援課 介護保険担当　☎32-5066

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果について（6）

災害などの緊急事態が発生した場合、ご本人様はひとりで避難場所まで避難できると思いますか。Q
「ひとりでは避難できないと思う」が90.8％と最も多く、「ひとりで避難できると思う」は4.2％、
「わからない」が1.7％となっていました。A

0 20 40 60 80 100

ひとりで避難できると思う ひとりでは避難できないと思う わからない 無回答

主な介護者の方は、災害時の避難などに手助けが必要な人の情報を地域で共有することについてどう思いますか。Q
「必要である」が81.8％と、8割以上の方が必要であると回答がありました。A

0 20 40 60 80 100

必要である 必要とは思わない わからない 無回答

お手伝いからチャレンジ！料理づくりの楽しさを子どもたちに
　子どもたちが「台所に立ちたい」「料理の手伝いがしたい」と思う年齢は、2歳〜10歳で、さらに5歳がピークと言われ
ています。この頃に、料理の手伝いや自分で料理を作る体験をとおして「食」に興味を持ち、「自分で作って食べる力」を
身につけ、生きる力を育みます。

お手伝いの年齢目安
2〜3歳 洗う・ちぎる・混ぜる・こねる・丸める・米を研ぐ・箸を並べる・食器を運ぶなど
4〜5歳 包丁で切る・ピーラーで皮をむく・卵を割る・食器洗い・ご飯をよそうなど
6歳以降 火や家電を使いながら料理を最後まで作る

歯周病×糖尿病　医科歯科協働の研究が始まっています。　
甲州市歯科医師会からのお知らせ「歯周病検診受診のススメ」

　峡東地区の歯科医師会および糖尿病専門医からなる研究会では山梨大附属病院と共同し、歯科医院で血糖値検査を
して「糖尿病」の早期発見に繋げる研究を始めています。「糖尿病」と密接な関係がある「歯周病」は全身の病気に影響を
及ぼすことも解明されています。病院に受診機会が少ない方でも、最近は歯周病予防のための歯科受診は盛んですか
ら、歯科受診を契機に「糖尿病」の早期発見に繋がれば重症化の予防に大いに役立つでしょう。甲州市では歯周病検診
事業が活発で、特に30歳・40歳・50歳…など節目の年代では無料で歯周病検診が受けられます。歯周病検診を上手に利
用して健康寿命を延ばしましょう。

（注意：血糖値検査は研究の一環として一部の歯科医院で試験的に行われています）

お手伝いしてみよう！見た目がかわいいたこ焼き風ポテト
作り方
①じゃが芋は、洗って皮をむき、適当な大きさに切って茹でます。
②①を冷めないうちにつぶしたら、片栗粉を入れてよく混ぜ、た

こ焼きくらいの大きさに分けて丸めます。
③②を180度の油で、きつね色になるまで揚げます。
④お皿に、砂糖、ケチャップ、ウスターソースを入れて混ぜます。
⑤お皿に③を盛り、④と青のりをか

けたら出来上がりです。

材料（4人分）
• じゃが芋  ･･････････････････ 200g
• 片栗粉  ･････････････････････ 20g
• 揚げ油  ････････････････････  適量
• 砂糖  ････････････････････････  4g
• ケチャップ  ･････････････････ 10g
• ウスターソース  ･･････････････  8g
• 青のり  ････････････････････  適量
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します ！　12月16日、甲州市観光商工振興協議会は、勝沼ぶどうの丘でクリスマスコンサート「JAZZ NIGHT」を開催しました。コンサートで
は、クリスマスディナーを味わいながら、歌手・しらいみちよさんらのジャズバンドの生演奏を楽しみました。
　また、クリスマスイブの24日には、塩山地区の熊野橋付近、勝沼ぶどうの丘、大和スポーツ公園の市内3カ所において、観光活気づ
けの願いを込めた花火の打ち上げを実施しました。打ち上げられた合計700発の大輪が、夜空を彩りました。

　1月12日、メジャーリーガーの大谷翔平選手が全国の小学校に贈っている「野球用グローブ」が本市の小学校13校に届きました。
グローブは右利き用が２個と左利き用が１個の計３個で、「野球しようぜ」のメッセージが添えられていました。子どもたちは、さっ
そく手にはめてキャッチボールを楽しみました。「このグローブが、次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望
んでいます。」という大谷選手の思いをしっかり受け止め、大切に使わせていただきます。

聖夜に奏でる特別な空間
クリスマスコンサート「JAZZ NIGHT」

大谷選手からの野球グローブ届いた!!
子どもたちが目を輝かせる

　1月14日を中心に、小正月行事である民族芸能が披露され
ました。先人から伝わる伝統的な行事に、新しい年の家内安
全・無病息災を祈願しました。
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家内安全・無病息災を願う
小正月行事を開催

　12月13日、甲州市役所正面玄関において、世界農業遺産ロゴ
の入ったラッピングバスをお披露目しました。世界農業遺産
の周知を目的としており、今回は市民バス３台にロゴマークな
どのラッピングを実施。ロゴ入りのバスが市内を走ることで、
世界に認められた峡東の農業の魅力発信につなげていきます。

世界農業遺産
ラッピングバスお披露目

　12月13日、市選挙管理委員会が講師となり、神金小学校で
選挙に関する仕組みや大切さを知ってもらうため、出前授業
を行いました。クイズ形式で選挙について学んだ後、模擬投
票を体験。子どもたちは候補者の選挙公報を見比べて、投票
用紙に候補者名を記入、大切な１票を投じていました。

模擬選挙体験
神金小学校で出前授業

　12月24日、甲州市民文化会館で劇団四季ファミリーミュー
ジカル「エルコスの祈り」公演が行われました。クリスマスイ
ブに開催された公演は満員御礼。出演者の表現力の高さや迫
力に魅了され、物語に引き込まれていきました。会場の雰囲
気は最高潮でフィナーレを迎え、来場者はスタンディングオ
ベーションで讃えました。

劇団四季ファミリーミュージカル
「エルコスの祈り」公演

　12月21日、本市在住で国立天文台特任研究員の柴田雄さん
から、市内小中学校および図書館へ国立天文台が編集した図
録の寄贈をいただきました。柴田さんは現在、主な研究とし
て暦の計算や惑星誕生の過程をスーパーコンピューターで解
析を行っています。寄贈いただいた図録は、貴重な資料とし
て大切に活用させていただきます。

国立天文台図録
市内小中学校および図書館へ寄贈

　12月28日、塩山体育館で市内の小・中学生を対象としたハ
ンドボールクリニックを開催しました。日本ハンドボール
リーグ所属の選手らが技術指導を行いました。選手たちとの
交流試合も行い、日本トップ選手の技や技術を肌で感じ、子ど
もたちは目を輝かせながら楽しくプレーしました。

甲州市ハンドボールクリニックを開催
小・中学生に技術指導

　12月26日、UTY旗ミニバスケットボール大会において、優
勝した塩山ミニバスケットボールの男子チームが県大会優勝
報告を行いました。市内の小学校に通う選手で構成された選
手たちの中には、身長176㎝の選手も在籍。３月に行われる
全国大会でも、悔いのないよう戦ってください。

塩山ミニバス
県大会優勝
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公共下水道接続等で不要になった浄化槽

「使用廃止届書」の提出を忘れずに!!
　公共下水道への接続や浄化槽の入れ替え、建物の解体
等で使用しなくなった浄化槽は、浄化槽法第１１条の規
定により使用廃止届出書の提出が必要です。不要処理
後、早期に使用廃止届出書（3部）および市指定の浄化槽
清掃業許可業者が発行する汚泥引抜運搬処理証明書（１
部）を環境課へご提出ください。

 環境課 ☎33-4404

お
知
ら
せ

～
令
和
６
年
１
月
制
度
開
始
～

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が

出
産
予
定
ま
た
は
出
産
し
た
場
合
、産
前

産
後
期
間
相
当
分
の
国
民
健
康
保
険
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
免
内
容
、届
出
方

法
等
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

令
和
５
年
11
月
以
降
に
出
産
予
定
ま
た

は
出
産
し
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
方

※ 

こ
の
制
度
で
の
出
産
と
は
、妊
娠
85
日
以

上
の
分
娩
を
い
い
、早
産
、死
産
、流
産
お

よ
び
人
工
妊
娠
中
絶
を
さ
れ
た
場
合
も

含
み
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
内
容
、届
出
方

法
等
に
関
す
る
こ
と

税
務
課 

市
民
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
９

 

国
民
健
康
保
険
制
度
、加
入・脱
退
手
続

き
等
に
関
す
る
こ
と

市
民
課 

国
保・年
金
担
当

☎
32
‐
５
１
７
３

令
和
５
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

 

令
和
５
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、国
民
年

金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
、令
和
５
年
分
と
し
て
支
払
わ
れ
た
年

金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
等
を
お
知
ら
せ
す
る「
令
和
５
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」は
、所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付

源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付
は「
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」で
承
り
ま
す
。

再
交
付
の
み
の
申
請
の
場
合
は
、ご
本
人

の
基
礎
年
金
番
号
、氏
名
、生
年
月
日
、住

所
と
、電
話
を
お
か
け
に
な
っ
た
方
の
氏

名
、ご
本
人
と
の
続
柄
、電
話
番
号
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、源
泉
徴
収
票
は
、日
本
年
金
機
構

に
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
本
人
の
住
所
宛

に
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、

送
付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、お
急
ぎ
の
方
は
、お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
時
間

 

月
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

 

火
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

 

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※ 

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
日
以
降
の

開
所
日
初
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

※ 

祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
03
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
を
ご
利
用
の
場
合
）

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１（
代
）

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

申
請
勧
奨
通
知
に
つ
い
て

● 

高
額
医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

と
は

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。
１
年
間
の
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
を
世
帯
で
合
計
し
、定
め
ら

れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す（
高
額
療
養
費
、

高
額
介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
）。

● 

支
給
対
象

令
和
４
年
８
月
１
日
～
令
和
５
年
７
月

31
日
の
１
年
間
に
、医
療
と
介
護
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、そ
の
世
帯
で
の

合
計
額
が
所
得
区
分
ご
と
に
定
め
ら
れ

た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
令

和
６
年
３
月
上
旬
に
支
給
申
請
書
等
を

郵
送
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法

支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、支
給

申
請
書
、振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も

の
、身
分
証
明
書
等
を
持
参
の
う
え
、市

民
課
国
保・年
金
担
当
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

支
給
決
定
ま
で

医
療
分
は
、申
請
か
ら
約
３
ヵ
月
後
に
医

療
保
険
者
が
決
定・支
給
し
ま
す
。
介
護

分
は
、医
療
分
決
定
後
に
、各
市
町
村
の

介
護
保
険
担
当
課
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

● 

申
請
の
時
効

勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２

年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
民
課 

国
保・年
金
担
当

☎
32
‐
５
１
７
３

 観光商工課 企画・交流担当　☎32-1000

開催日時
2月11日（日・祝）〈おまつり開幕式〉　午前の部：午前10時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
3月3日（日）　午前の部：午前10時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
会　　場　旧高野家住宅「甘草屋敷」（甲州市塩山上於曽1651-15）
定　　員　各部20名（先着順）
申込方法　電話で氏名、住所、電話番号をご連絡ください。※定員に達し次第、締め切り。
観 覧 料　〈個人〉大人310円／小人200円　〈団体〉大人200円／小人100円
演 奏 者　窪田 礼子（箏）、正宗 さやか（箏）

甘草屋敷おもてなし演奏会

開催日時　2月24日（土）午前の部：午前11時～／午後の部：午後2時～（2回公演）
会　　場　宮光園
観 覧 料　〈個人〉大人200円／小人100円　〈団体〉大人100円／小人50円 
定　　員　各部30名（先着順）
申込方法　電話で氏名、住所、電話番号をご連絡ください。※定員に達し次第、締め切り。
駐 車 場　宮光園北側駐車場またはシャトー・メルシャン協定駐車場をご利用ください。
出演・演奏者　奥田 徹（尺八）、奥田 伊予子（箏）、中村 優（声楽家）

宮光園Springコンサート（第18回）

ひな飾り展示会場
　市内10カ所でひな飾り展示が行われています。それぞれの会場で絢爛と輝く『お雛様』『つ
るし飾り』をご覧ください♪
旧高野家住宅「甘草屋敷」／宮光園／信玄公宝物館／ドライブイン「信玄館」／ハーブ庭園旅日記／
道の駅「甲斐大和」／JR東日本「塩山駅」／JR東日本「勝沼ぶどう郷駅」／甲州市役所市民ロビー／
勝沼図書館 ※各施設の開館状況をご確認のうえ、ご来場をお願いします。

催し物
　まつりの期間中、来場者の方へのおもてなしとして、お箏・尺八と歌のコンサートを開催し
ます。ひな飾りを見ながら、特別なひとときをお楽しみください！

　甲州市の春を告げるイベント「甲州市えんざん桃源郷ひな飾りと桃の花まつり」を2月11日
（日・祝）から4月18日（木）にかけて開催します！

甘草屋敷売店　☎33-5917
枯露柿の柚子巻きや甘酒、市の特産品を販売しています。ひな飾りを
ご覧になった後は、ぜひお立ち寄りください。

Information

第22回甲州市えんざん桃源郷
ひな飾りと桃の花まつり開催！

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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2月29日（木）が納期限です。
お忘れにならないようご注意ください。

●口座振替の方は、2月29日（木）に振替になりますので、
　前日までに残高をご確認ください。
●納税相談を税務課収納担当窓口にて
　随時行っています。

 税務課 収納担当
　 ☎32-5074（内線1362）

固定資産税第４期・国民健康保険税第８期の
納期限について

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の
お
願
い

◎ 

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

 

令
和
５
年
１
月
２
日
～
令
和
６
年
１
月

１
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築（
増
築
）さ
れ

た
方
に
は
、評
価
額
算
出
の
た
め
家
屋
調

査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
日
時
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ま
た
、令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
家
屋

を
新
築（
増
築
）さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度

（
４
月
以
降
）に
家
屋
調
査
の
依
頼
を
し

て
い
ま
す
。
入
居
前
に
調
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
な
ど
早
め
の
調
査
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。（
調
査
は
お
お
む
ね
１
時

間
程
度
か
か
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

 

男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
を
し
て
い

た
だ
く「
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
」を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
人
数
　
５
名
程
度

● 

任
期
　
２
年（
委
嘱
の
日
～
令
和
８
年
３

月
末
日
ま
で
）

● 

応
募
対
象
条
件
　

市
内
在
住
で
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
心
を
持
ち
、委
員
と
し
て
積
極
的
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方（
令

和
６
年
４
月
１
日
現
在
）

令
和
６
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
開
始

 

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
相
互
共
済
制
度
で
す
。

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円
で
、

共
済
期
間
は
４
月
１
日（
中
途
加
入
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）か
ら
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
2
月
1
日
か
ら

受
付
開
始
）

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

 

勝
沼
支
所
　
☎
44
‐
１
１
１
１

 

大
和
支
所
　
☎
48
‐
２
１
１
１

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
」

参
加
者
の
皆
さ
ま
へ

ポ
イ
ン
ト
獲
得
期
間
は

２
月
末
ま
で
で
す

 

昨
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る「
健
幸
ポ

イ
ン
ト
こ
う
し
ゅ
う
」の
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
は
、２
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま

だ
、50
ポ
イ
ン
ト
も
し
く
は
1
0
0
ポ
イ

ン
ト
達
成
し
て
い
な
い
方
は
、ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
て
お
得
な
特
典
を
ゲ
ッ
ト
し
ま

し
ょ
う
！

● 

運
動
コ
ー
ス

 

あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

● 

応
募
方
法
　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
締
切
日
　
２
月
29
日（
木
）

● 

選
考
　
応
募
者
に
つ
い
て
書
類
選
考
を
行
い
ま

す
。
選
考
結
果
は
、３
月
下
旬
ま
で
に
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
、市
民
課
市
民
協
働
推
進
担
当

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

 

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
を

募
集
し
ま
す

 

市
で
は
、国
際
交
流
活
動
に
関
す
る
事
業

を
円
滑
に
行
う
た
め
、国
際
交
流
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
姉
妹
都
市
と
の

交
流
や
、諸
外
国
の
方
々
と
の
交
流
を
通

じ
て
、市
民
の
国
際
感
覚
や
意
識
を
高
め

る
た
め
の
事
業
な
ど
を
計
画
立
案
し
、実

践
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

● 

募
集
人
数
　
10
名
程
度

● 

任
期
　
２
年（
委
嘱
の
日
～
令
和
８
年
３

月
末
日
ま
で
。）

● 

応
募
対
象
条
件

市
内
在
住
で
、
国
際
交
流
に
関
心
が
あ

り
、委
員
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方（
令
和
６

年
４
月
１
日
現
在
）

● 

応
募
方
法
　

 

い
き
い
き
健
幸
教
室
に
参
加
す
る

　 （
10
ポ
イ
ン
ト
）

 

地
域
の
運
動
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

　 （
10
ポ
イ
ン
ト
）

● 

毎
日
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

 

自
分
で
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
決
め
て

４
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　 （
１
回
に
つ
き
最
大
30
ポ
イ
ン
ト
）

● 

食
コ
ー
ス

 

メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
で
、野
菜
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー・バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る

（
各
10
ポ
イ
ン
ト
）

 

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
の
食
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

● 

健
診
コ
ー
ス

 

健
康
診
断
を
受
け
る（
20
ポ
イ
ン
ト
）

※ 

50
ポ
イ
ン
ト
達
成
で
、市
内
協
賛
店
で
使

え
る
5
0
0
円
券
が
も
ら
え
ま
す
。

※ 

1
0
0
ポ
イ
ン
ト
達
成
で
、
デ
ィ
ナ
ー

コ
ー
ス
券
の
抽
選
に
応
募
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、参
加
申
込
時
の

冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当
　

☎
32
‐
５
０
１
４

電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

 【
７
万
円
支
給
分
】

　 

物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

る
低
所
得
世
帯（
世
帯
員
全
員
が
令
和
５

年
度
の
住
民
税
非
課
税
）に
対
し
、一
世

帯
あ
た
り
７
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
１

月
下
旬
頃
か
ら
２
月
初
旬
に
か
け
て
、対

象
世
帯
に
確
認
書
を
順
次
送
付
し
ま
す
。

確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、返
送
ま

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
間

２
月
１
日（
木
）～
29
日（
木
）

● 

選
考
　
応
募
者
に
つ
い
て
書
類
選
考
を
行
い
ま

す
。
選
考
結
果
は
、３
月
下
旬
ま
で
に
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

申
込
書
は
市
民
課
市
民
協
働
推
進
担
当

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

犯
罪
被
害
者
等
支
援
金
支
給
に
つ
い
て

 

市
で
は
、犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、犯
罪
被
害

を
受
け
た
市
民
の
方
な
ど
に
対
し
て
、甲

州
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
金
の
支
給
を

開
始
し
ま
し
た
。

● 

支
給
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害

令
和
５
年
12
月
20
日
以
後
に
発
生
し
た

日
本
国
内
ま
た
は
日
本
国
外
に
あ
る
日

本
船
舶
も
し
く
は
日
本
航
空
機
内
に
お

い
て
行
わ
れ
た
人
の
生
命
ま
た
は
身
体

を
害
す
る
罪
に
当
た
る
行
為（
過
失
犯
を

除
く
）に
よ
る
死
亡
ま
た
は
重
傷
病
を
い

い
ま
す
。

● 

支
援
金
の
種
類

 

遺
族
支
援
金
　
30
万
円
。
た
だ
し
、既
に

重
傷
病
等
支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
者

が
当
該
重
傷
病
等
支
援
金
の
支
給
に
係

た
は
、福
祉
総
合
支
援
課
窓
口
に
直
接
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

前
回
の
３
万
円
の
給
付
金
と
基
準
日
等

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
員
が

変
わ
っ
た
場
合
な
ど
、３
万
円
を
受
給
さ

れ
た
世
帯
で
も
７
万
円
の
給
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 【
３
万
円
支
給
分
】

　 

令
和
５
年
度
の
電
力・
ガ
ス・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金（
基
準
日：

令
和
５
年
５
月
１
日
）に
お
い
て
、給
付

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯
の
方
も
、国

か
ら
示
さ
れ
た
特
例
措
置
と
し
て
、次
の

要
件
に
よ
り
、給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
で
、次
の
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
世
帯

① 

令
和
５
年
５
月
２
日
以
降
に
甲
州
市
へ

転
入
し
た
世
帯

② 

世
帯
全
員
が
課
税
さ
れ
て
い
る
親
族
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

③ 

前
住
所
地
の
基
準
日
に
住
民
登
録
が
無

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、前
住
所
地
で
同
様

の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
世
帯

● 

申
請
締
切
　
２
月
22
日（
木
）

※ 

特
例
措
置
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
５
０
２
７

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

や
ご
家
族
あ
る
い
は
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
話
せ

る
場
で
す
。
ま
た
、地
域
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、認
知
症
や
介
護

る
犯
罪
行
為
に
起
因
し
て
死
亡
し
た
場

合
は
、既
に
支
給
さ
れ
た
重
傷
病
等
支
援

金
の
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

 

遺
族
子
育
て
支
援
金
　
遺
族
子
育
て
支

援
対
象
者
１
人
に
つ
き
10
万
円

 

重
傷
病
等
支
援
金
　
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

① 

犯
罪
行
為
に
よ
り
重
傷
病
を
負
っ
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、10
万
円
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、当
該
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に

つ
き
、②
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
重
傷

病
等
支
援
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、既
に
支
給
さ
れ
た
重
傷
病
等
支
援

金
の
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。

② 

性
犯
罪
に
よ
る
被
害（
重
傷
病
を
除
く
。）

を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、５
万
円
と

な
り
ま
す
。

 

総
務
課 

防
災
危
機
管
理
室

☎
32
‐
５
０
４
１

に
つ
い
て
広
く
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

に
関
す
る
専
門
職
も
い
る
た
め
、介
護
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
も
で
き

ま
す
。
参
加
の
際
に
は
、お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

換
気
な
ど
感
染
症
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
８
日（
木
） 

毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午
　
● 

定
員
　
10
名

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

甲州市甲斐の国大和自然学校の休止について
（お知らせ）

 観光商工課 施設管理担当
☎32-5000　℻32-5174　 kankou@city.koshu.lg.jp

　甲州市甲斐の国大和自然学校は、平成14年4月のオープ
ン以来、多くの方々にご利用いただきましたが、令和6年3月
31日をもちまして当面の間、休止することとなりました。 
　ご利用いただいた皆さまには感謝申し上げますとともに、
何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。 

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

23 22令和 6 年 2 月広報こうしゅう



山梨県の最低賃金が改正されました
●山梨県最低賃金
　時間額　938円（効力発生日：令和5年10月1日）

●山梨県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業最低賃金
　時間額　997円（効力発生日：令和5年12月16日）

●山梨県自動車・同附属品製造業最低賃金
　時間額　971円（効力発生日：令和5年12月10日）

 山梨労働局賃金室 ☎０５５‐２２５‐２８５４
 甲府労働基準監督署 ☎０５５‐２２４‐５６１６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

甲
州
市
地
域
医
療
体
制
基
本
計
画

（
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
）の

改
定（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集

 

公
立
病
院
は
、医
師・看
護
師
等
の
不
足
、

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
需

要
の
変
化
等
に
よ
り
、今
後
さ
ら
に
厳
し

い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
令
和
３
年
３
月
に
総
務
省
か

ら「
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を

確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
示
さ
れ「
公
立
病
院

経
営
強
化
プ
ラ
ン
」の
策
定
が
要
請
さ
れ

ま
し
た
。
市
に
お
い
て
も
、令
和
２
年
３

月
に
甲
州
市
地
域
医
療
体
制
基
本
計
画

を
策
定
し
、医
療
体
制
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
内
容
に
改
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、計
画
案
を
公
表
し
、市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

● 

閲
覧
場
所

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

市
役
所
本
庁
舎 

健
康
増
進
課
／

　 

勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

● 

募
集
期
間

２
月
７
日（
水
）～
２
月
20
日（
火
）

● 

意
見
を
提
出
で
き
る
方

 

市
内
在
住
の
方

 

市
内
に
通
勤
、在
学
し
て
い
る
方

 

市
内
で
事
業
等
を
営
む
方
ま
た
は
計
画

に
関
し
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る

方
● 

提
出
方
法

任
意
の
様
式
に
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

記
入
の
上
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

甲
州
市
高
齢
者
福
祉
計
画・第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）に
関
す
る

意
見
を
募
集

 

高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
馴
染

み
の
人
間
関
係
や
居
住
環
境
の
中
で
、安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、「
甲
州
市
高
齢

者
福
祉
計
画・第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画（
令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度
）」の
策

定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、計
画
案
を
公
表
し
、市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

● 

閲
覧
場
所

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

 

市
役
所
本
庁
舎 

介
護
支
援
課
／

　 

勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

● 

募
集
期
間

２
月
13
日（
火
）～
26
日（
月
）

■ 

意
見
を
提
出
で
き
る
方

① 

市
内
在
住
の
方

② 

市
内
に
通
勤
、在
学
し
て
い
る
方

③ 

市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法
人・

団
体

④ 

市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
個
人・法

人・団
体

⑤ 

前
項
①
～
④
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、計

画
に
関
し
具
体
的
な
利
害
関
係
の
あ
る

個
人・法
人・団
体

● 

提
出
方
法

任
意
の
様
式
に
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

記
入
の
上
、郵
送
、メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※ 

電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

● 

提
出
先

い
。

※ 

電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

● 

提
出
先

 

郵
送

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

健
康
増
進
課

 

℻
32
‐
３
０
７
２ 

健
康
増
進
課
あ
て

 
kenkouzoushin@

city.koshu.lg.jp
 

持
参

健
康
増
進
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所

● 

そ
の
他

 

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

 

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、ご
意
見
の
原
稿
等
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

 
住
所
、氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は

公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、他
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

健
康
増
進
課

健
康
企
画・地
域
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
第
３
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画・第
４
期
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集

 

甲
州
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、被
保
険
者

の
健
康
保
持
増
進
を
目
的
に
健
診
結
果

や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析
を
基
に
、効

果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
お
よ
び

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
両
計
画
に
つ
い
て
、現
計
画

の
期
間
が
令
和
５
年
度
末
で
終
了
す
る

 

郵
送

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

介
護
支
援
課
　
介
護
保
険
担
当 

 
kaigo@

city.koshu.lg.jp 

 

持
参

　 

介
護
支
援
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所

● 

そ
の
他 

 

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、市
の
考
え

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

 

ご
意
見
に
対
し
て
の
個
別
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

 

介
護
支
援
課 

介
護
保
険
担
当

☎
32
‐
５
０
６
６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

第
２
次
甲
州
市
商
工
業
振
興
計
画

（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集

● 

閲
覧
場
所

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

市
役
所
本
庁
舎 

観
光
商
工
課
／

　 

勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

● 

募
集
期
間

２
月
14
日（
水
）ま
で

● 

意
見
を
提
出
で
き
る
方

 

市
内
在
住
の
方

 

市
内
に
通
勤
、在
学
し
て
い
る
方

 

市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法
人・

団
体

 

市
に
納
税
義
務
が
あ
る
個
人・
法
人・
団

体
な
ど

● 

提
出
方
法

任
意
の
様
式
に
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

記
入
の
上
、郵
送
、F
A
X
、メ
ー
ル
、持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

こ
と
か
ら
、令
和
６
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
を
期
間
と
す
る
次
期
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、計
画
案
を
公
表
し
、市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

● 

閲
覧
場
所

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

市
役
所
本
庁
舎 

健
康
増
進
課
／

　 

勝
沼
支
所
／
大
和
支
所

● 

募
集
期
間

２
月
26
日（
月
）～
３
月
11
日（
月
）

● 

意
見
を
提
出
で
き
る
方

 

市
内
在
住
の
方

 

市
内
に
通
勤
、在
学
し
て
い
る
方

 

市
内
で
事
業
等
を
営
む
方
ま
た
は
計
画

に
関
し
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る

方
● 

提
出
方
法

任
意
の
様
式
に
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

記
入
の
上
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

● 

提
出
先

 

郵
送

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

健
康
増
進
課

 

℻
32
‐
３
０
７
２ 

健
康
増
進
課
あ
て

 
kenkouzoushin@

city.koshu.lg.jp
 

持
参

健
康
増
進
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所

● 
そ
の
他

 

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

 

ご
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、ご
意
見
の
原
稿
等
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

住
所
、氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は

け
ま
せ
ん
。

● 

提
出
先

 

郵
送

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

観
光
商
工
課

 

℻
32
‐
５
１
７
４ 

観
光
商
工
課
あ
て

 
kankou@

city.koshu.lg.jp
 

持
参

観
光
商
工
課
、勝
沼
支
所
、大
和
支
所

● 

そ
の
他

 

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

 

ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

 

観
光
商
工
課 

商
工
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

令
和
６
年
度
　
富
士
山
五
合
目

自
然
解
説
員
募
集

 

富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
自
然
解

説
や
自
然
保
護
の
啓
発
等
を
す
る
富
士

山
五
合
目
自
然
解
説
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

募
集
人
員
　
若
干
名

● 

勤
務
期
間

５
月
１
日（
水
）～
10
月
31
日（
木
）

※ 

事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

● 

勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

● 

勤
務
地
　
富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

● 

賃
金
　
日
給
７
︐４
５
０
円

※ 

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

募
集
締
切

２
月
29
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、書
類
を

公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、他
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

健
康
増
進
課 

保
健
事
業
担
当

☎
34
‐
５
４
３
６

要
申
込

上
条
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

景
観
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

日
本
の
原
風
景
が
残
る
上
条
地
区
の
景

観
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を「
甲
州
ブ
ラ
ウ
ン（
景
観
配
慮
色・茶

系
色
）」に
塗
り
替
え
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

３
月
９
日（
土
）

※ 

雨
天
中
止

 

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

 

福
蔵
院
駐
車
場

　 （
9
時
に
観
音
堂
に
集
合
）

 

無
料（
別
途
保
険
料
１
０
０
円
）

● 

先
着
1
0
0
名

 

手
袋

※ 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※ 

当
日
の
天
候
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

 

２
月
28
日（
水
）ま
で
に
電
話
で
、
氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

（
土
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
）

添
付
の
う
え
、郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
は
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協
議
会

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合 

森
林
事
業
部 
森
林
環
境
課

☎
０
５
５
５
‐
22
‐
３
３
５
５

（
内
線
１
３
２
）

shinrinbunka@
onshirin.jp

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令和 6 年 2 月広報こうしゅう



農
業
者
支
援
給
付
金

申
請
締
切（
2
月
29
日（
木
）ま
で
）が

近
づ
い
て
い
ま
す

 

原
油
価
格
や
農
業
生
産
資
材
等
の
価
格

が
高
騰
し
た
こ
と
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
農
業
者（
個
人
ま
た
は
法
人
）を
支
援

す
る
た
め
給
付
金
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

令
和
5
年
6
月
1
日
時
点
で
市
内
に
住

所
ま
た
は
事
業
所
を
有
し
、農
業
経
営
を

行
う
個
人
ま
た
は
法
人
で
あ
っ
て
、給
付

金
受
給
後
も
農
業
経
営
を
継
続
す
る
意

思
が
あ
り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方 

① 

令
和
4
年
分
の
青
色
申
告
決
算
書（
農
業

所
得
用
）ま
た
は
収
支
内
訳
書（
農
業
所

得
用
）を
作
成
し
、令
和
4
年
分
の
農
業

所
得
を
申
告
し
て
い
る
方 

※ 

白
色
申
告
お
よ
び
住
民
税
申
告
の
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

② 

直
近
の
事
業
年
度
分
の
法
人
市
民
税
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
方 

③ 

令
和
5
年
中
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た

方
で
、そ
の
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
方 

④ 

前
3
号
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、市
長
が

支
給
対
象
者
と
し
て
特
に
認
め
る
方 

● 

給
付
金
の
額
　
一
律
5
万
円 

● 

申
請
締
切
　

2
月
29
日（
木
）ま
で 

※ 

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
は
、支
給
対 

象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。 

※ 

申
請
書
類
等
は
、農
林
振
興
課
ま
た
は
、

勝
沼
支
所・大
和
支
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

農
林
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当 

☎
32
‐
5
0
9
2 

要
申
込

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
規
会
員
募
集

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
き
ま
せ

ん
か
。
塩
山
事
務
所
で
は
会
員
募
集
に

併
せ
て
入
会
の
説
明
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

 

随
時（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

 

申
込
時
に
調
整（
午
後
１
時
～
５
時
）

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
塩
山
事
務
所

　（
塩
山
上
於
曽
1
8
3
3
番
地

　 

鶴
田
ビ
ル
１
階
）

 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方

● 

説
明
会
の
内
容

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
概
要

 

就
業
関
係
、入
会
手
続
き
等
に
つ
い
て

 

筆
記
用
具

● 

主
な
仕
事
の
内
容

　 

除
草
、剪
定
、清
掃
等
の
軽
作
業
、

　 

農
作
業
の
手
伝
い
、家
事
手
伝
い
な
ど

 

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

※ 

随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 （
公
社
）東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー

　 

人
材
セ
ン
タ
ー
　
塩
山
事
務
所

　 

☎
32
‐
4
1
1
0
　

　 

FAX
32
‐
4
1
0
9

「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
」

令
和
６
年
度 

学
生
募
集 

 

新
た
な
生
き
が
い
づ
く
り
と
仲
間
づ
く

り
で
、健
康
で
活
力
に
満
ち
た
、地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
生
涯
学
習
の
場「
山
梨
こ

と
ぶ
き
勧
学
院
」で
学
び
ま
せ
ん
か
。 

● 

入
学
案
内・募
集
要
項
配
付 

1
月
下
旬
か
ら
各
市
町
村
の
教
育
委
員

会
や
教
育
事
務
所
な
ど
で
配
付
予
定 

● 

出
願
受
付
期
間 

2
月
1
日（
木
）～
3
月
15
日（
金
） 

● 
修
業
年
限 

2
年（
1
年
間
で
25
講
座
実
施
予
定
） 

● 
講
座
日 

原
則
金
曜
日（
月
平
均
2
回
） 

 

入
学
後
に
基
本
学
習
費
と
し
て

1
6
︐0
0
0
円（
予
定
）を
納
入 

※ 

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
山
梨
こ
と

ぶ
き
勧
学
院
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院 

甲
府
方
面

☎
0
5
5
‐
2
3
3
‐
6
9
4
7 

都
留
方
面

☎
0
5
5
4
‐
４
５
‐
7
3
3
5 

要
申
込
・
無 

料

合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

 

各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
企
業
説
明・各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
多
数
の

県
内
企
業
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

3
月
6
日（
水
） 

相

　談

要
予
約
・
無 

料

無
料
法
律
相
談 

 

2
月
15
日（
木
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

 

甲
州
市
民 

● 

定
員
７
名 （
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
） 

※ 

２
月
５
日（
月
）午
前
８
時
30
分
～
14
日

（
水
）ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。 

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談 

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

 

２
月
８
日（
木
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

 

甲
州
市
民 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

 

午
後
1
時
～
3
時
30
分 

 

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府（
甲
府
市
） 

 

3
月
16
日（
土
） 

 

午
後
1
時
～
3
時
30
分 

 

新
宿
N
S
ビ
ル（
東
京
都
） 

 

新
規
学
校
卒
業
予
定
者・一
般
求
職
者 

※ 

交
通
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

県
就
職
情
報
サ
イ
ト

「
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ
ビ
」 

 

県
労
政
人
材
育
成
課 

☎
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
5
6
2 

国
家
公
務
員
募
集 

 

人
事
院
は
、令
和
6
年
度
に
次
の
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

◎ 

総
合
職
試
験

　 （
院
卒
者
試
験
、大
卒
程
度
試
験
） 

● 

受
付
期
間 

2
月
5
日（
月
）～
26
日（
月
） 

● 

第
1
次
試
験
日
　

3
月
17
日（
日
） 

◎ 

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
） 

● 

受
付
期
間 

2
月
22
日（
木
）～
3
月
25
日（
月
） 

● 

第
1
次
試
験
日
　

6
月
2
日（
日
） 

◎ 

一
般
職
試
験

　 （
高
卒
者
試
験
、社
会
人
試
験（
係
員
級
）） 

● 

受
付
期
間 

6
月
14
日（
金
）～
26
日（
水
） 

● 
第
1
次
試
験
日
　

9
月
1
日（
日
） 

※ 
申
し
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

https://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm
l 

 

人
事
院
関
東
事
務
局 

☎
0
4
8
‐
7
4
0
‐
2
0
0
6
～
8 

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談  

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

２
月
16
日（
金
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

２
階 

研
修
室
３ 

 

甲
州
市
民 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談 

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
や
ま
な
し
県
央
連
携
中

枢
都
市
圏
」の
取
り
組
み
と
し
て
、市
内

に
お
住
ま
い
の
方
も「
甲
府
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民 

◎ 

甲
州
市
会
場 

 

２
月
７
日（
水
）／
21
日（
水
）／ 

28
日（
水
） 

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

相
談
室（
市
民
課
内
） 

◎ 

山
梨
市
会
場 

 

２
月
６
日（
火
）／
16
日（
金
）／ 

20
日（
火
）／
27
日（
火
） 

 

山
梨
市
役
所 

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

 

甲
府
市
役
所
本
庁
舎 

４
階 

 

市
民
課 
市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

 

山
梨
市 

商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当 

☎
22
‐
1
1
1
1 

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
0
5
5
‐
2
3
7
‐
5
3
0
9 

 子育て・福祉推進課 福祉推進担当　☎32-2111（内1522）

　日本赤十字社山梨県支部甲州市地区では、「令和6年能登半島地震災害義援金」と
して、1月5日（金）から市役所各庁舎に募金箱を設置しております。
　ご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通じ、被災県が設置する義援金配分委
員会へ全額をお届けします。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。

「令和6年能登半島地震災害義援金」募金箱の設置について

受付窓口　市役所本庁舎（総合窓口）、勝沼支所、大和支所
受付時間　午前8時30分～午後5時15分 ※土日、祝祭日を除く

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

27 26令 和 6 年 2 月広報こうしゅう



要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時
　

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　

保
健
師
、社
会
福
祉
士
、精
神
保
健
福
祉

士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

に
は
精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※ 

精
神
科
等
の
医
療
機
関
の
紹
介
を
目
的

と
し
た
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５ 

℻
20
‐
６
１
６
７

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
20
‐
６
１
６
７

イ
ベ
ン
ト

令
和
５
年
度

ふ
れ
あ
い
交
流
作
品
展
開
催

 

市
内
在
中
の
60
歳
以
上
の
方
が
制
作
し

た
作
品
が
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

 

２
月
16
日（
金
）／
17
日（
土
）／
18
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
８
時

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階
／

２
階
ロ
ビ
ー

※ 

今
年
は
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た
。
観
覧

の
み
の
方
は
入
館
料
無
料
で
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
16
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎 

第
２
会
議
室

 

２
月
13
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 
介
護
支
援
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

要
予
約

休
日
無
料
法
律
相
談

 

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

２
月
17
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分
　

 

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 
和
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
　
５
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

２
月
５
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談
事
務
局

☎
34
‐
８
１
９
５

要
申
込
・
無 

料

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い
２
０
２
４

参
加
者
募
集

 

多
様
な
文
化
に
触
れ
合
う
、楽
し
い
ひ
と

時
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
フ
ラ
ン
ス
の
生
活・
文
化・
料
理

な
ど
の
お
話
を
伺
い
、一
緒
に
本
場
の
味

の
ク
レ
ー
プ
を
作
り
な
が
ら
、楽
し
く
交

流
会
を
行
い
ま
す
。

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

３
月
10
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
受
付
　
午
後
１
時
～
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
３
階 

第
２
研
修
室

 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

● 

講
師

フ
ァ
ニ
ー・
オ
ラ
ン
ジ
ュ
氏（
甲
府
市
国

際
交
流
員・フ
ラ
ン
ス
出
身
）

● 

定
員
　
30
名

 

３
月
６
日（
水
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

締
め
切
り
を
過
ぎ
て
も
、定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
受
付
け
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局
　

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

 

司
法
書
士
が
、
相
続
や
会
社
関
係
の
登

記
、土
地・建
物
の
名
義
変
更
、遺
言
、成

年
後
見
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

２
月
11
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

街
の
駅
や
ま
な
し
　

※ 

相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内

※ 

書
類
の
作
成
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

初
め
て
の
ご
相
談
に
限
り
ま
す
。

 

山
梨
県
司
法
書
士
会

相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

予
約
不
要

行
政
書
士
記
念
日 

無
料
相
談
会

 

２
月
22
日
の
行
政
書
士
記
念
日
に
ち
な

み
、無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
暮
ら

し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
困
り
ご
と
は

行
政
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

２
月
23
日（
金・祝
）

 

午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４
時

 

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
本
館 

２
階

第
２
研
修
室

 
山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
２
６
０
１

申
込
不
要
・
無 

料

第
15
回
男
女
で
環
に
な
り

笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 

子
育
て
や
家
事
を「
も
っ
と
や
っ
て
み
た

い
」「
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」そ
ん

な
パ
パ
を
応
援
し
ま
す
。
笑
顔
に
満
ち

た
家
庭
で
子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

会
場
内
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

子
ど
も
も
楽
し
め
る
簡
単
工
作
な
ど
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

開
会
式
　
男
女
共
同
参
画
川
柳
表
彰
式

※ 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
会
場
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

要
予
約
・
無 

料

特
設
人
権
相
談
所
開
設

 

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
、児
童
虐
待
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等 

 

２
月
５
日（
月
） 

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室 

● 

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員 

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当 

☎
32
‐
5
0
6
8 

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど 

 

２
月
22
日（
木
） 

 

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時 

 

山
梨
市
役
所 

 

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
年

金
手
帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。 

 

甲
府
年
金
事
務
所 

☎
0
5
5
‐
2
5
2
‐
1
4
3
1 

● 
講
演
会
　

「
パ
パ
が
楽
し
く
家
族
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
」

● 

講
師
　
N
P
O
法
人
お
っ
と
ふ
ぁ
ー
ざ
ー

代
表
理
事
　
舘 
直
宏
氏

 

３
月
２
日（
土
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 
大
会
議
室

● 

主
催
　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
／
甲
州
市

 

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
事

務
局 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

29 28令 和 6 年 2 月広報こうしゅう



第
59
回
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

「
出
店
者
」募
集
！ 

 

第
59
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公

ま
つ
り
の
会
場（
旧
甲
州
市
立
大
和
中
学

校
校
庭
）で
、地
域
の
特
産
品
、特
産
物
を

原
料
に
し
た
加
工
品
な
ど
の
販
売
店
等

の
出
店
を
希
望
す
る
方（
団
体
）を
募
集

し
ま
す
。 

 

4
月
28
日（
日
） 

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分 

● 

募
集
期
間 

1
月
29
日（
月
）～
2
月
19
日（
月
） 

● 

出
店
募
集
数 

【
テ
ン
ト
出
店
】約
20
店
舗 

【
移
動
販
売
車
輌（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）】

約
5
店
舗 

※ 

出
店
場
所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、実
行
委

員
会
事
務
局
に
お
い
て
、そ
の
他
の
出
店

状
況
な
ど
を
考
慮
し
、決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
を
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

● 

出
店
に
あ
た
っ
て 

 

出
店
申
請
者
お
よ
び
出
店
従
事
者
は
山

梨
県
在
住
者
と
し
ま
す
。 

 

出
店
料
は
1
区
画（
奥
行
3・6
m
×
幅 

3・6
m
）に
つ
き
、
5
︐0
0
0
円（
机 

（
2
台
）お
よ
び
イ
ス（
3
脚
）つ
き
）。 

移
動
販
売
車
両（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）で 

出
店
す
る
場
合
は
3
︐0
0
0
円
。 

※ 

但
し
、
1・5
t
ト
ラ
ッ
ク
サ
イ
ズ
を
超

え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

※ 

テ
ン
ト
、必
要
な
備
品
、燃
料
、電
源
、表

示
看
板
等
は
申
請
者（
団
体
）が
用
意
す

る
も
の
と
す
る
。 

● 

出
店
申
請 

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

要
申
込

第
18
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会 

 

3
月
10
日（
日
）正
午
～
開
会
式 

 

塩
山
北
小
学
校 

体
育
館 

 

市
内
に
居
住
地・勤
務
地
が
有
る
者
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部
長
が
認
め
る

者 

● 

試
合
形
式
　 

 

男
女
、年
齢
、競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。 

 

硬
式
球
を
使
用
し（
財
）日
本
卓
球
協
会

に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
。 

 

1
試
合
を
5
ゲ
ー
ム
で
行
い
、3
ゲ
ー
ム

先
取
で
勝
ち
と
す
る
。 

 

1
ゲ
ー
ム
を
11
本
先
取
と
し
、デ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
場
合
は
そ
こ
か
ら
2
本
先
取

で
1
ゲ
ー
ム
取
得
と
す
る
。 

 

ハ
ン
デ
差
も
考
慮
し
ま
す
。 

● 

申
込
締
切
日
　3
月
1
日（
金
） 

● 

主
催 

甲
州
市
、甲
州
市
教
育
委
員
会 

● 

主
管 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部
、 

甲
州
市
卓
球
協
会 

 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部 

（
高
野
浩
一
） 

☎
0
9
0
‐
5
5
0
0
‐
1
9
5
9 

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当 

☎
32
‐
5
0
9
8 

要
申
込

第
18
回
甲
州
市
体
育
祭
り

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技 

 

3
月
28
日（
木
） 

 

勝
沼
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス 
 

市
内
在
住
者 

① 

第
59
回
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公

ま
つ
り
出
店
申
請
書 

② 

出
店
平
面
図 

③ 

提
供
食
品
の
概
要 

（
飲
食
物
取
り
扱
い
時
の
み
） 

④ 

出
店
従
業
者
名
簿 

⑤ 

誓
約
書 

⑥ 

出
店
当
日
出
店
者
全
員
の
身
分
証
明
書

（
写
し
） 

⑦ 

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
施
設 

許
可

書
の
コ
ピ
ー（
提
供
す
る
食
品
が
既
製
品

で
な
い
場
合
） 

※ 

「
出
店
申
請
書
」等
の
提
出
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま

た
は
観
光
商
工
課
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。 

※ 
出
店
募
集
数
を
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、市
内
の
出
店
希
望
者
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

● 

提
出
先 

〒
4
0
4
‐
8
5
0
1 

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
0
8
5
‐
1 

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
） 

 

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
） 

☎
32
‐
1
0
0
0
　 

℻
32
‐
5
1
7
4 

 

プ
レ
ー
費
7
︐7
0
0
円（
セ
ル
フ・食
事

つ
き
）、参
加
費
2
︐0
0
0
円 

● 

競
技
方
法 

 

18
ホ
ー
ル 

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
　 

ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技 

 

各
支
部
成
績
上
位
者
5
名
の
合
計
ス
ト

ロ
ー
ク
と
す
る
。 

 

使
用
テ
ィ
ー
　男
子
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、 

女
子
レ
デ
ィ
ー
ス（
年
齢
問
わ
ず
） 

 

3
月
15
日（
金
）ま
で
に
各
支
部
ゴ
ル
フ

部
長
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

● 

主
催 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

甲
州
市
教
育
委
員
会 

● 

主
管 

甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部 

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当 

☎
32
‐
5
0
9
8
　
℻
32
‐
2
8
3
7 

講
座
・
教
室

要
申
込

令
和
6
年
度
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
活
動

事
業「
趣
味
の
教
室
」生
徒
募
集

 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方 

● 

短
歌・
川
柳・
華
道・
大
正
琴（
入
門・
経

験
）・書
道・絵
手
紙・カ
ラ
オ
ケ 

※ 

最
小
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
開
催
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

● 

期
間 

令
和
6
年
5
月
1
日
～
令
和
7
年
2
月

28
日

　各
教
室
月
1
回 

※ 

教
室
に
よ
り
開
催
回
数
は
異
な
り
ま
す
。 

● 

各
教
室
で
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。 

申
込
不
要
・
無 

料

甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会 

 

「
と
も
に
学
び
あ
い・と
も
に
ふ
れ
あ
い・

と
も
に
支
え
あ
い
」を
テ
ー
マ
に
、市
内

小
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表
、
各
公
民

館・
自
治
公
民
館
に
よ
る
合
唱
の
発
表
、

プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

を
通
し
て
、全
て
の
世
代
に
わ
た
る
生
涯

学
習
の
振
興
を
図
る
た
め
本
大
会
を
開

催
し
ま
す
。 

第
1
部

　開
会
行
事 

第
2
部

　子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表 

第
3
部

　童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

童
謡

叙
情
歌
な
ど
の
合
唱
発
表 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

 

1
︐0
0
0
円（
別
途
教
材
費・材
料
費
が

か
か
る
教
室
が
あ
り
ま
す
） 

 

1
月
9
日（
火
）～
2
月
29
日（
木
）の
間

に
申
込
書
を
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
34
‐
8
1
9
5

℻
34
‐
9
2
7
0 

～
あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
る
～

遺
言
書
作
成
講
座 

 

遺
言
書
の
基
本
的
な
内
容
か
ら
実
際
の

作
成
ま
で
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
将
来
に
備
え
て
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

 

3
月
19
日（
火
） 

 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

3
階 

第
2
研
修
室 

● 

講
師
　名
取
建
治
司
法
書
士 

● 

定
員
　20
名 

● 

講
座
内
容 

① 

遺
言
書
と
は 

② 

遺
言
書
の
長
所・短
所 

③ 

遺
言
書
を
作
成
し
て
み
よ
う 

※ 

遺
言
書
作
成
キ
ッ
ト
を
使
い
作
成
し
ま

す
。

 

3
月
15
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
34
‐
8
1
9
5 

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト 

（
童
謡
歌
手
　若
林
秀
和
氏
、

ピ
ア
ノ
　八
谷
晃
生
氏
）

 

2
月
17
日（
土
） 

 

午
後
1
時
～ （
午
後
0
時
30
分
開
場
） 

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

ホ
ー
ル 

 

市
内
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
の
方 

● 

主
催
　甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
　 

● 

共
催
　甲
州
市
教
育
委
員
会 

 

観
覧
ご
希
望
の
方
は
、当
日
会
場
に
て
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
事
務
局 

（
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当
内
） 

☎
32
‐
5
0
9
7 

（
土
日
、祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後

5
時
） 

　SDGs実現に向けて「この地球上のすべての生き物たちが楽しく・仲良く・面白く暮らせ
る地球船をどうしたらつくる事が出来るのか？」みんなで話し合いましょう!

Jomonさんがやってきた！ 
「丸木舟で日本を一周して母なる地球をキラキラ星にするプロジェクト」講演会

 環境課　☎33-4404 ／  生涯学習課　☎32-1411

講師 　雨宮 国広 氏（Jomonさん） 
日時 　3月3日（日）午後2時～（開場 午後1時30分～） 
会場 　甲州市民文化会館 2階 大会議室

予約不要
・
無料

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

31 30令 和 6 年 2 月広報こうしゅう



釈迦堂遺跡博物館だより☎22-0110日下部警察署 INFORMATION

24時間以内に放送された
防災行政無線の内容を
確認できます。

いまの放送聞き逃した！
そんなときは…
☎0553-33-9900へ!

通話料がかかります

防災行政無線

要
申
込

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎ 

2
月
の
活
動 

● 

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
体
験 

 

2
月
23
日（
金・祝
）※
雨
天
決
行 

 

午
前
9
時
45
分
～
正
午 

（
受
付 

午
前
9
時
30
分
～
） 

 

甲
州
市
塩
山
ふ
れ
あ
い
館 

 

市
内
在
住
の
小
学
校
1
年
生
～
3
年
生 

● 

定
員

　20
名（
先
着
順
）

 

2
0
0
円 

※ 

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
受
付
で
満
員
に

な
っ
た
場
合
は
、電
話
で
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。 

 

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム（
24
時
間
受
付
） 

2
月
5
日（
月
）～
13
日（
火
） 

受
付
は
コ
チ
ラ
か
ら

電
話
受
付（
土
日
、
祝
日
を
除
い
た
午
前

9
時
～
午
後
5
時
） 

2
月
14
日（
水
）～
19
日（
月
） 

※ 

参
加
希
望
者
が
5
名
以
下
の
場
合
は
中

止
し
ま
す
。 

 

体
育
館
履
き
、飲
み
物
、タ
オ
ル
2
枚（
1

枚
は
面
を
つ
け
る
際
に
頭
に
巻
く
た
め
、

日
本
手
ぬ
ぐ
い
の
よ
う
な
も
の
が
望
ま

し
い
で
す
。） 

● 

主
催

　 

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
実
行

委
員
会 

※ 

状
況
に
よ
り
内
容
の
変
更
、ま
た
は
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当 

☎
32
‐
5
0
9
7 

ワ
イ
ン
を
趣
味
に
！ 

ぶ
ど
う
の
丘
ワ
イ
ン
講
座 

 

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、甲
州
ワ
イ
ン
に

関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
甲
州
市

で
つ
く
ら
れ
る
素
敵
な
ワ
イ
ン
に
つ
い

て
気
軽
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
簡
易

的
な
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
。 

 

3
月
3
日（
日
） 

 

午
後
2
時
～
3
時
30
分 

 

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方 

 

1
︐5
0
0
円 

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

　 

（
市
役
所
本
庁
舎
、
勝
沼
支
所
か
ら
送
迎

可
能
） 

● 
定
員

　5
名（
先
着
順
） 

 
2
月
10
日（
土
）～
29
日（
木
）の
間
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
務
局 

☎
44
‐
2
1
1
１ 

企
画
展 

 Jom
on C

ollection 

─ 

甲
州
市 

─

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
日
本

遺
産
「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世

界
」
の
構
成
文
化
財
や
地
域
の
特
徴

的
な
縄
文
時
代
の
資
料
を
企
画
展
示

シ
リ
ー
ズJom

on C
ollection

と

し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
甲
州
市
教
育
委
員
会
が
所

蔵
す
る
資
料
を
厳
選
し
て
展
示
い
た

し
ま
す
。
本
展
で
は
宮
之
上
遺
跡
を

は
じ
め
と
し
て
様
々
な
造
形
を
も
っ

た
個
性
豊
か
な
土
偶
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
珍
し

い
、
水
晶
を
石
器
に
加
工
し
て
い
た

遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
展
示
を

と
お
し
て
宝
飾
加
工
で
知
ら
れ
る
現

在
の
山
梨
県
の
技
術
と
重
な
る
部
分

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

同
時
開
催 

縄
文
歳
彩  

 Jom
on SA

I-SA
I

な
が
山
房
子
絵
画
展

　
縄
文
時
代
の
資
料
か
ら
自
身
の
感

じ
た
世
界
を
作
り
上
げ
る
笛
吹
市
在

住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
な
が
山
房
子

氏
の
絵
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
な
が
山
氏
が
実
際
に
訪
れ
描
い
た

日
本
各
地
の
縄
文
土
器
や
土
偶
の
絵

画
作
品
に
よ
る
、
明
朗
快
活
な
縄
文

世
界
を
ご
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
展
示
期
間

　
1
月
31
日（
水
）〜
5
月
27
日（
月
）

○
会
場

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館 

　
企
画
展
示
室（
企
画
展
）、

　
1
階
展
望
ロ
ビ
ー（
絵
画
展
）

■ 

開
館
時
間：午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
） 

○ 

休
館
日：火
曜
日 

■ 
入
館
料：一
般
4
0
0
円
･
小
中
高
生
2
0
0
円

※ 
市
内
に
居
住
す
る
小
中
学
生
と
保
護
者
ま
た
は
引
率
者
1
名
は
無
料
。（
通
年
） 

■ 
問
い
合
わ
せ
先

　☎
47
‐
3
3
3
3

 生涯学習課　スポーツ振興担当　☎32-5098

塩山体育館100人ヨガ!! 

だれでも簡単ヨガ

　「寒い冬こそみんな集まって運動しよう」をテーマに、ヨガやストレス発散の運動を実施します。 
　子どもからお年寄りまで！男性も女性も！初めての方も！だれでも！

目指せ100人ヨガ！100人フィットネス！
　塩山体育館で始まる新たな取り組みに参加してみませんか？ 

内　容  
•腰痛改善＆お腹のシェイプアップ！（ヨガ系プログラム） 
•脂肪燃焼＆引き締め効果バツグン！（パンチ＆キックプログラム） 
•軽スポーツの体験も予定（モルック、ボッチャなど） 

日　時  3月15日（金）午後7時30分～9時00分　 場　所  塩山体育館（甲州市塩山小屋敷1854） 
対象者  市内在住、在勤または在学の方　  　　　 定　員  100名※定員になり次第、受付終了 
参加費  無料 
持ち物  飲み物（水分補給用）、タオル、体育館履き、ヨガマット　

　　　　  ※数量限定でヨガマットの貸し出し可 
講　師  フィッツ所属インストラクター

申込方法  電話　2月7日（水）午前9時～3月7日（木）午後5時 ※月曜・祝日の翌日を除く 
　　　　  LoGoフォームはこちらから（スマホで簡単申込）⇒ 

その他   
•中学生以下のお子様は保護者同伴であれば参加可。 
•当日体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。 

 薬物相談電話　☎055-228-8974

1 フィッシング詐欺とは
　実在する金融機関やクレジットカード会社、ショッピングサイトなどを装った偽のメールや
SMSを送信し、これらのホームページとそっくりの偽サイトに誘導して、IDやパスワード等の
重要情報を入力させて騙し取り、インターネットバンキングでの不正送金や、クレジットカー
ドの不正利用などを行う詐欺のことです。

2 被害防止対策
•心当たりのない電子メールやSMSは聞かない
•パソコンやモバイル端末を安全に保つ
•携帯電話会社などが提供するセキュリティ設定を活用する
•IDやパスワードを使い回さない
•電子メールやSMSの内容を鵜呑みにしない
•公式サイトや公式アプリからアクセスする

薬物乱用・ダメ！・ゼッタイ！
　禁止薬物の使用は、健康に悪い影響を及ぼすとともに、薬物依存になると、不安、幻聴、幻覚、
被害妄想などの症状が現れます。
・薬物使用者の多くは、仲間からの誘いや、ちょっとした好奇心から安易に使い始めています。
・薬物使用の危険性は身近にあり、自分には関係ないと思わないことが大切です。
・薬物について悩みや疑問を感じたときは、最寄りの警察署または相談窓口にご相談ください。

『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
』に
注
意
！

お
知
ら
せ

相

　談

イ
ベ
ン
ト

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

甲
州
市
メ
ー
ル
の

シ
ス
テ
ム
変
更
に
つ
い
て

　甲州市では特別警報の発令など緊急時の防災情報や防犯・行政情報を更に迅速かつ正確
に伝達するため、メール配信サービスを行っております。
　このたび、甲州市メールシステムのリニューアルに伴い、メールの送信元アドレスが以下
のとおり変更となりますので、御了承いただきますようお願いいたします。

□すでにご登録いただいている市民の皆さまへ
　旧システムでのご登録情報は新システムへ移行させていただきますので、再登録の必要はございません
が、迷惑メール対策設定のメール受信許可の設定をされていない方は、上記のアドレスからのメールを受信
できるよう、設定をお願いします。（ご不明な場合は、携帯電話購入店や携帯電話各社へご相談ください。）
　お手数をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

□未登録の市民の皆さまへ
　メール配信サービスは行政情報の確認や、自分の身を守るための有効な手段となるため、一人でも多く
の方の登録・利用をお願いします。
※このメール配信サービスをご利用いただく場合、通信料は利用者負担となります。

 総務課 防災危機管理室　☎32-5041

2月20日（火）から変更日 koshu@sg-p.jp変更後送信元メールアドレス

塩
山
図
書
館 

☎
32
‐
１
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勝
沼
図
書
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☎
44
‐
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大
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図
書
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☎
48
‐
２
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２
１
／
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館
／
☎
33
‐
５
９
２
６

お
問
い
合
わ
せ
先

甲州市内全館　図書館システム更新に伴う臨時休館のお知らせ
上記の期間、甲州市立図書館4館すべて休館いたします。また、甲州市立図書館
ホームページにつきましてもリニューアルのため、利用が制限される場合がござ
います。ご不便おかけいたしますが、ご理解・ご協力お願いいたします。

令和6年 2月5日（月）

　　　　～2月13日（火）

〈日　時〉　2月25日（日）

〈場　所〉　甲州市民会館 2階 大会議室
〈各申込〉　2月4日（日）午前10時～ 塩山図書館

・午前の部　午前10時30分～
ボランティア 「きしゃぽっぽ」＆職員によるお話会
簡単に作れる工作をします。
対象：乳幼児親子　定員：20組

・午後の部　午後1時30分～
絵本くらぶ主催 『絵本作家 武田美穂さんの絵本ライブ』
対象：どなたでも　　武田美穂さんのトークライブ
を行います。詳しくは館内のチラシをご覧ください。

塩山図書館まつり

『おはなしのとびら』
〈日　時〉　2月3日（土）午後2時～

〈会　場〉　勝沼図書館 視聴覚室
〈定　員〉　20名

大人も子どもも楽しめます。

造形作家さわこさんの造形サロン

『アイロンシート de 素敵バッグつくっちゃお！』

〈日　時〉　2月24日（土）午後7時～

〈会　場〉　勝沼図書館 カウンター前
〈定　員〉　50名（試飲有）

〈申　込〉　2月1日（木）午前10時～ 勝沼図書館
4年ぶりの開催です。図書館発信・ワインの魅力！

勝沼図書館ぶどうとワインの資料展連動企画

「産地ワインの夕べ」

〈日　時〉　2月4日（日）午後5時15分～

〈会　場〉　塩山図書館 閲覧室
〈テーマ〉　「おし」推し、押し、惜し…

バトラーがイチオシの本を紹介してくれます。観戦は自
由です。時間までにお集まりください。バトラー募集中!!
※詳しくは塩山図書館まで

知的書評合戦ビブリオバトルIN塩山 33

塩山図書館・甘草屋敷子ども図書館　臨時休館のお知らせ

館内電気工事のため臨時休館いたします。ご不便おかけいたしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。
令和6年2月23日（金・祝）

塩山図書館および子ども図書館蔵書点検日変更のお知らせ
例年3月頭に行っていた蔵書点検の日程が4月8日（月）～4月19日（金）へ変更となります。

勝沼図書館

『まーの・あ・まーの』手話のお話会
〈日　時〉　2月17日（土）午前10時30分～

〈会　場〉　勝沼図書館 児童コーナー
手話によるおはなし会です。今回は「こわーいはなし」

（せなけいこ／作 鈴木出版）の読みきかせとアニマシ
オンをします。楽しい工作もあります。詳
しくは図書館ホームページをご覧ください。
お問い合わせ　勝沼図書館 申し込みはこちらから⇒

〈期　間〉　2月14日（水）～4月7日（日）

「どーんちーんかーん」武田美穂／作（講談社）の原
画展を行います。

甘草屋敷子ども図書館 企画展示

『絵本作家武田美穂「どーんちーんかーん」原画展』

〈日　時〉　3月3日（日）午前10時30分～

〈会　場〉　大和ふるさと会館 研修室2
図書館ボランティア「マジックポッケ」のみなさん
による、幼児から小学校低学年の皆さんに贈る春の
楽しいおはなし会です。申し込み不要。

大和図書館

マジックポッケ春のお話会

〈日　時〉　3月3日（日）午後2時～

〈会　場〉　甲州市民文化会館 2階
〈定　員〉　親子20組　　〈持ち物〉　はさみ、の
り、色えんぴつ　　〈申　込〉　2月10日（土）

塩山図書館　ワークショップ

『ゆらゆらアニマル』
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凍結させないために…
 屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水
道管を保温しましょう。

 メーターボックス内に保温材（布切れや発泡スチ
ロールを濡れないようにビニール袋に入れたも
の）を詰めて、メーター器を保温しましょう。

 長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水
道管の中の水を抜きましょう。

 対策ができないときは、少量の水を出すことで凍
結防止ができます。（水量に応じて水道料金も増
加しますので、ご注意ください）

凍結から水道管を守りましょう!
 上下水道課　☎32-5077

もし凍結してしまったら…
 水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。（工事業者一覧表は、
甲州市ホームページをご覧ください）
熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

〒404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽1085番地1　☎0553-32-2111　℻0553-32-1818　ホームページアドレス／https://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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人口  29,595人（-33）　男  14,335人（-13）　女  15,260人（-20）　 世帯数  13,118世帯（-12）2024.1.1現在 （　）内は前月比
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業98年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

子どもから大人までどなたで
もOK! 記念に素
敵なスマイルを
掲載してみませ
んか？

甲州市にあふれる
笑
スマイル

顔大募集！みんなの

スマイル
s m i l e *

よ
く
食
べ
よ
く
寝
て
、
元
気
に
す
ご

し
て
ね
。（
柳
澤
奏
汰
く
ん
、
い
ろ
は

ち
ゃ
ん
、
こ
よ
み
ち
ゃ
ん
、
の
ど
か

ち
ゃ
ん
、哉
汰
く
ん
・
勝
沼
）

 政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎32-5063


